
 

「ファンド経済」は何をもたらすか 
 

ファンドが破壊する企業経営とスラップ（恫喝・嫌がらせ）裁判 

             講師：野中 郁江 氏 （明治大学教授） 

 

        コーディネーター：福田 邦夫 氏 （明治大学教授） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

  埼玉東部法律事務所 〒343-0816 越谷市弥生町 3 番 33 号 越谷東駅前ビル 5 階 

             TEL048-965-2600 FAX048-965-2627 （担当：大内、藤本） 

 

※ 資料等準備のため参加申込にご協力ください。FAXまたはお電話で。（参加費無料） 

 

                       

          名 参加します           

住所 OR団体名                                         

お名前                                              

埼玉東部法律事務所 秋の学習会 第２弾 

参加申込 （FAX 048-965-2627） 

〒343-0845 埼玉県越谷市南越谷 1-2876-1 

ＪＲ武蔵野線南越谷駅、東武線新越谷駅より徒歩３分 

「ハゲタカファンド」というのを聞いたことがあるでしょうか。アベノミクスはファンドや投

資・投機を後押しする経済政策でもあります。今回の学習会では、こうしたファンド経済が私たち

の生活や中小業者の経営にどんな影響を及ぼすのか考えていきたいと思います。 

野中郁江教授には、ファンドが国内企業を食い物にしていく実体について、昭和ゴムという会社

を例にお話していただきます。 

また、野中教授は、昭和ゴムで行われたファンドの不正を雑誌『経済』に発表し、ファンドとた

たかう昭和ゴム労働組合の争議において東京都労働委員会で鑑定書を出したところ、それが「名誉

毀損」だとして、ファンドから 5,500 万円もの損害賠償請求裁判を起こされました。こうした言論

を封じ込めようとする不当裁判をSLAPP
ス ラ ッ プ

（恫喝）訴訟と言い、いま大きな問題となっています。この

野中教授への不当裁判に対し、学問研究と表現の自由を守る会を結成して支援されている福田邦夫

教授もお招きし、アベノミクスにもふれながら、コーディーネーターをつとめていただきます。 

日時：11 月 25 日（火）18:30 より 
場所：越谷市コミュニティーセンター・視聴覚室 

      （南越谷サンシティホール） 
 

【会場案内図】 
【講師紹介】 

野中 郁江（のなか いくえ）氏 
明治大学商学部教授・商学博士  

専門分野：財務会計論、経営分析論、監査論 

主な著書：『現代会計制度の構図』大月書店 

『国有林会計論』筑波書房など 

福田 邦夫（ふくだ くにお）氏 
明治大学商学部教授・経済学博士  

専門分野：国際貿易論、開発経済学、アフリカ経済 

明治大学軍縮平和研究所所長、現在東京新聞にコラ 

ム連載中 

※いつもの学習会と違う場

所ですのでご注意下さい。 


